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人の生活する環境で動くロボットが増えつつある昨今、これからのロボット
には人や環境へのやさしさ、言い換えると、高い親和性が求められます。わ
れわれの研究室では、これからのロボットの親和性向上に役立つ研究を
行っています。

「ロボットの開発」と一口に言っても、プログラミングや機械設計・電子回路
といった、さまざまな知識が必要です。ロボット技術やメカトロニクス技術の
研究を通して、これらの技術を学び、身に付けることができます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

装着箇所のずれを許容できるロボット機構の開発
装着箇所の力分布制御機構の開発
アシスト力伝達のための柔軟なタイミングベルトの開発

光ファイバを用いたアクチュエータ・センサの開発
折り紙構造を用いた伸縮ロボットの開発

装着型ロボットのためのダミーロボットの開発
足形状が変化する歩行ロボットの開発

研究内容
装着箇所に着目したウェアラブルロボットの開発

安全性を担保するハードウェアとしてのソフトロボットの開発

人型ロボットの開発

人体に受ける振動が原因とされる手腕振動障害の発症を防止するた
め、電動工具の低振動化に向けた制振装置を開発しています。

ポンプ配管系に生じる固体伝搬音問題に対する
実用的な対策法として、フレキシブル継手の2段
設置法を提案し、その有効性を検証しています。

研究内容
人体に優しい低振動電動工具の開発

配管系を伝わる振動・騒音の抑制対策

火山近郊に掘られた数百メートルの深穴に設置す
るための3成分一体型ボアホール地震計を県内企
業と共同で開発しています。

火山性微小地震を観測する地震計の開発

振動を 「抑える」 「測る」 「利用する」

人の近くで動作する人や環境と親和性の高いロボット技術

ひとこと
日常生活の中で「こんなものがあったら便利だな」とか「もう
ちょっと使い易くならないかな」と思うことはないでしょうか︖
それは工学を学ぶきっかけになるかもしれません。

機械知能プログラム 准教授
盆子原　康博

ひとこと
動くモノを扱う機械技術は社会生活の多くの場面で必
要とされています。ロボット技術やメカトロニクス技術の開
発を通して、その一端に触れてみませんか︖

機械知能プログラム 准教授
舛屋　賢

出身:山口県山口市
趣味:読書・ゲーム
講義:力学　等
専門:ロボット工学

出身:福岡県北九州市
趣味:サイクリング
講義:機械力学、振動工学など
専門:機械力学

振動は、騒音を発生させたり、性能劣化や損傷をもたらす、いわば機械に
とっての病気です。本研究では、モノづくりの現場で生じる振動問題に対す
る簡便で実用的な対策法や予防法を探求しています。
機械力学は、機械の運動を取り扱う学問であり、どのような要因や条件
で振動が発生するのか力学的に解明することができます。
研究を通して振動や騒音に対する専門知識や技術を修得することで、
機械の病気を治療できるエンジニアとして活躍できます。

制振装置を内蔵したディスクグラインダ用ハンドル 配管に継手や円板を適切に設置すれば、配管振動と水中音の抑制が可能
円錐振り子を利用した
ボアホール地震計

ポンプ配管系固体伝搬音問題︓ポンプ駆動時に発生する振動や音が配管や水中を伝
わって、遠く離れた居室に騒音をもたらします。

通常ハンドルより
振動が3割減少︕
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